
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

A Ａ 教務

B B 進路指導

A Ａ 企画研修

A Ａ 生徒指導

A Ａ 保健指導

B B 生徒指導

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B 管理職

●特別支援教育の充実 A Ａ 教育相談

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・本年度普通科コース制を導入し、次年度2年次から開始するコース別指導の準備を進めてきた。
教務委員会を毎月1回以上実施し、コースの目標や身につけさせたい力をもとに、学校設定科目
「未来探求」の年間指導計画・評価計画等、具体的な指導内容を12月末までに策定した。また、
体験入学や中学校説明会等を通して、その周知を図った。
○志願倍率は第１回調査0.63倍、第2回調査0.58倍で成果指標を達成しなかった。

主な担当者学校関係者評価

意見や提言

・様々な取り組みが、学校生活の充実感や進路意識の高揚に繋
がっていると思います。
・生徒達が生き生きと活動し、成長する姿をアピールしていただき
たいと思います。

・志願倍率1.0倍以上の定着は、今後恒久的に達成しなければな
らない課題です。地域の力を活用して、高校としての魅力をさらに
アップしていただきたい。
・普通科コース制や部活動で学校の魅力を伝え、志望者の増加に
期待します。

最終評価

実施結果

・学校運営協議会は第1回目を5月、第2回を11月、第3回を2月に実施した。
・「旭ヶ岡キャリア塾stage3」を11月に開催した。学校運営協議会キャリア教育部会を中心に、シン
ポジスト3名（本校卒業生）、キャリア別トークセッション講師20名（本校卒業生）を選出した。キャリ
ア教育部会や地域の方々、本校卒業生のご協力によってキャリア塾を成功させることができた。
生徒からは、「先輩の貴重な体験や意見を聞くことができて、将来を考える大切な材料にすること
ができた。」、「チャレンジしてみることを大切にしていきたい。」など、前向きな感想が多く寄せられ
た。また、「旭ヶ岡キャリアラボ」については、1年生向けオリエンテーションと2回のミニセミナーを
行った。また、鹿島市地域おこし協力隊に毎週金曜日にラボに在室してもらい、生徒のキャリア相
談に乗ってもらう機会をつくったり、探究活動へのご助言をいただいたりした。
・「高校生ティーチャー」に２０４名、「高校生サポーター」（国スポ補助員等除く）に４５８名、計６６２
名が参加した。多くの生徒が地域の一員であるという自覚をもち、意欲的に活動した。
★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒は82.8％、教職員88.2％で昨年度を下回った
が、高い数値を維持した。

Ａ

B

A

学科主任

教務

企画研修

学校関係者評価

意見や提言

・授業や学習についての指標が高い数値を維持しており、学力向
上にもつながっていくと考えます。今後も継続的なご指導を期待し
ます。
・地域の拠点となる学校として、わかりやすい授業や学級編制の
工夫など、引き続き生徒のための取り組みをお願いします。
・オンライン授業などの学習支援があることは、学習機会の確保に
つながるので、今後も継続して欲しいです。

・進路について、きめ細やかな指導が行われていると感じていま
す。
・受験制度が多様化する中、推薦型・総合型選抜で合格者が増加
傾向にあることは良いことだと思います。最終的な目標達成に期
待します。
・今年度も普通科以外から国公立大学合格者が複数出たことは、
中学生へのアピールに繋がると考えます。
・就職については、昨年同様に指標を達成しており、今後も継続的
なご指導をお願いします。

・学校行事や生徒会活動、ボランティア活動など、様々な場面で、
生徒が成長の実感や自己有用感を感じることができており、良い
ことだと思います。
・ボランティア活動に熱心に取り組まれており、いろいろな行事で
生徒さん達が生き生きと活動する姿を見かける機会が多くなりまし
た。

○誠実で豊かな心を身につけ、人間的に成長した
と答える生徒の割合及び自己有用感が高いと思う
生徒を期首と比較して５ポイント以上向上させる。
○ボランティア活動に参加した生徒をのべ400名以
上にする。

・人権・同和教育に関するHR、講演会、職員研修を
実施する。
・道徳教育の全体計画に基づいて授業を実施す
る。
・ボランティア活動に関する情報を提供し、参加を
促す。

６ 総合評価・
  次年度への展望

【学力の向上】については、概ね指標を達成することができた。社会に貢献する志については十分達成してきているので、次年度から本格的に始まるコース別の大学入試対応策と難関大学を含む受験に対応する学力をつけることを強化していきたい。
【心の教育】については、「豊かな教育活動の実践」について計画した取り組みは予定通り実施し、「人間的成長」「自己有用感」についての指標をおおむね達成できた。「いじめへの対応」についても概ねできていると思われるので、今後も予防的対策について継続的に取り組んでいく。
【健康・体つくり】については、望ましい食習慣についての指標はわずかに達しなかったが、生徒の意識づけはできている。また、交通安全については生徒の意識向上は出来てきているが、自転車通学生のヘルメット着用率が低迷しているので、安全・命を守る行動につなげるため、引き続き着用率向上につながる取り組みを推進
していきたい。
【業務改善・教職員の働き方改革の推進】については、成果指標を達成できなかった。年休取得については、学校閉庁日等を設け取得しやすい雰囲気が醸成出来ているので、今まで以上に職員の意識改革に努めたい。
【唯一無二の誇り高き学校づくり】については、「自分の学校を中学生に勧めることができる。」については、生徒、教職員ともに高い数値を維持した。旭ヶ岡キャリア塾やキャリアラボ等は本校の魅力の一つとなってきおり、普通科コース制や部活動、ボランティア活動で輝く生徒達など、学校の魅力を伝え、志望者の増加に繋げて
いく。

○高校入試及び進路希望調査における志願倍率
を1.01倍以上にする。

･教務委員会を毎月1回以上実施し、普通科新コー
スにおける学校設定科目の指導内容・指導計画等
を7月までにまとめ、中学生への説明会等で周知す
る。
･学校だより及び学校ＨＰを活用し、学校の広報活
動に努める。

B

・特別支援教育に関する研修会を実施する。
・学年や関係者間での情報共有の機会をつくる。

重点取組
具体的取組

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○いじめについて相談しやすい雰囲気があると思
う生徒85％以上にする。

○いじめに対する組織的対応ができていると思う
教員85％以上にする。

・いじめアンケートを４回（6月､9月､12月､2月）実施
する。
・いじめ覚知・認知の対応マニュアルの見直しを行
う。
・いじめの対応についての職員研修を１回以上行
う。
・情報モラルに関する指導を行う。

〇人権・同和教育に関するHRと職員研修は６月に、講演会は１１月に予定どおり実施した。
〇１年間の教育活動の結果「人間的に成長した」「自己有用感が高い」と思う生徒の割合を向上さ
せることを指標としたが、結果はそれぞれ95.1％、84.7％となり、期首段階と比べても数値が上昇
した。
〇ボランティア活動については生徒の関心も非常に高く、「高校生ティーチャー」に２０４名、「高校
生サポーター」（国スポ補助員等除く）に４５８名、計６６２名が参加し、指標を達成した。

２ SAGAスクール・ミッション
  学校教育目標

SAGAスクール・ミッション
〇旧制鹿島中学校以来の伝統と新しい取組を融合させ、探求（探究）活動や普通科改革を推進するとともに、地域の力の積極的な活用を通し
て地域の期待に応え続ける学校を目指す。
〇三つの学科（普通科、商業科、食品調理科）の相互作用を通して、社会を支え未来を切り拓く有為な人材を育成する。
学校教育目標
〇他者を尊重し、誠実で豊かな心と大きな志をもって逞しく未来を切り拓く力を育てる。

３ スクール・ポリシー

５ 重点取組内容・成果指標

・進路講演会を各学年1回（3年生6月、2年生2月、1
年生12月）、進路ガイダンスを3回（6月、7月、3月）
実施する。
・進路講演会等でこれからの未来社会と社会貢献
の視点から、各自の進路希望を考える機会を設定
する。
・日本語リーディングリテラシーテストを継続し、思
考力・読解力の到達度を分析し、教科指導に生か
す。
・進路検討会を3年生４回（4月、6月、11月、1月）、
1・2年生2回（5月、12月）実施して生徒の志望状況
や課題を共有し、面談を通して適切な助言・支援を
行う。

取組内容
成果指標
（数値目標）

◎自己の能力を高め、社会に貢献しよう
とする大きな志を持つ生徒の育成

○進路指導の充実と生徒の進路保障

○進路実現を通して自らが社会に貢献したいと考
える生徒を90％以上、3年生の進路指導に対する
満足度を90％以上にする。
○平均偏差値50以上の科目数を昨年度以上にす
る。
○国公立大学志願者の合格を65名以上、難関大
学合格者を7名以上にする。
○４年制大学における学校推薦型選抜・総合型選
抜の合格者数を昨年度以上にする。
○就職希望者の就職率を100％に、県内就職率を
75％以上にする。

①わかること、できることをたくさん増や
せるよう、学習する意欲のある人。

②大きな目標をもって頑張ることができる
人。

③多くの友人たちと、学校行事、部活動な
どに真面目に取り組もうとする人。

最終評価

実施結果

・公開授業は計画通り17件を実施して指導力の向上に努めた。
〇授業・学習についての指標は「進度・内容」97.5％、「学力の向上」95.8％、「主体性」98.0％と、
いずれも成果指標以上の高い数値を維持できた。
〇これまでの新課程における指導を振り返り、次年度の指導計画・評価計画を1月末で完成させ
た。なお、次年度も普通科は2･3年次において４学級定員を５学級編制とする予定である。
〇ICTを利活用した学習支援では、音質や解像度及び展開授業を行う科目等で課題はあるもの
の概ね定着している。

〇「社会に貢献したい」と考える生徒は93.3％、本校の「進路指導に満足」している３年生は93.1％
でいずれも指標を達成した。
〇平均偏差値50以上の科目数は、１１月模試において昨年度比で3年生－２、2年生＋１、1年生
＋１で、3年生以外は指標を達成した。
〇共通テスト受験者は94名（進路内定者含まず）であり、その70％に当たる65名以上の国公立大
学合格を目指す。
〇４年制大学における推薦型・総合型選抜の合格者数は、国公立11名、私立33名の44名（昨年
度比国公立±0、私立＋3）で指標を達成した。（１２月末段階）
〇就職内定者は100％、県内就職率は78.1％で指標を達成した。

●心の教育

４ 本年度の重点目標

「至誠にして大志を抱き、探求に努めよ。」

①授業・進路指導の充実によって、あくなき探求心の下、確かな学力・技能向上を図り、
生徒の進路保障を実現する。

②教育活動全体を通して誠実で豊かな心を育み、生徒の人間的成⾧を図る。

③学校体育・学校保健等の充実によって、健やかな体を育み、生徒の逞しい成⾧を図る。

④不断の業務改善・意識改革によって、教職員のワークライフマネジメントを推進する。

⑤コミュニティスクールの充実や普通科改革、商業科・食品調理科の更なる魅力発信に
よって学校全体の魅力を高め、志願者増を図る。

①【至誠】
何事にも誠実に真心をもって取り組む
生徒。

②【大志】
人々のために自分に何ができるか、大
きな志を持ち行動する生徒。

③【探求】
自分を高めていくために、日々真実や
真理を探し求める生徒。

アドミッション・ポリシー グラデュエーション・ポリシーカリキュラム・ポリシー
〔普通科〕
①大学進学を目指し、確かな学力を身につけます。
②１年次は共通の学びで教科・科目の基礎を固めます。
③２年次からは各コースで特色のある学びを始めます。
＜文理探求進学コース（文系・理系）＞
④英語・数学に重点を置いて、大学進学のための学力や幅広い教養を身につけます。
＜未来探求進学コース（文系）＞
⑤学校設定教科で、大学入試だけでなく大学での研究や企業等においても求められる力
（MIRAIの力*）を身につけます。
 *MIRAIの力＝「M」見つける力 「I」イメージする力 「R」理解する力 「A」表す力
「I」活かす力
〔商業科〕
①共通の学びで知識・教養を身につけます。
②専門科目でプロとしての力を磨きます。
③就職、進学に向けて、丁寧に学びを積み重ねます。
④商業やビジネスに関わる専門知識や技術を習得し、様々な資格を取得します。
⑤課題研究や総合実践で、社会に役立つ実践的スキルを身につけます。
〔食品調理科〕
①共通の学びで知識・教養を身につけます。
②専門科目でプロとしての力を磨きます。
③就職、進学に向けて、丁寧に学びを積み重ねます。
④プロの調理師から和洋中の調理技術と知識を身につけます。
⑤課題研究や専門教科の授業で学びを深め、調理師免許を取得します。

主な担当者
重点取組

具体的取組

○「わかる授業」「できる授業」の実践

○授業の進度や内容が適当であると思う生徒を
85%以上、授業をとおして学力が向上したと思う生
徒を85%以上、主体的に学ぶことができていると思
う生徒を90%以上にする。
○新学習指導要領の実施の3年目に伴い、指導計
画の見直しを行う。また、評価方法の検討を継続さ
せる。
○ICTを活用した学習支援を実施する。

・各教科2件以上の公開授業を実施し、事後に意見
交換等を行う。
･授業評価アンケートを年2回（7月、12月）実施し、
生徒の学習状況を把握し、授業改善を行う。
･教科会議（適宜）、教務委員会（10回以上）を行
い、年間を通して教育課程や評価方法、学校設定
科目等の検討･研究を進める。
･欠席等の生徒がいる場合には、オンライン授業を
実施し、自宅学習の支援を行う。

●学力の向上

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名  佐賀県立鹿島高等学校

１ 前年度
  評価結果の概要

【学力の向上】については、概ね指標を達成することができた。次年度も引き続き、わかりやすく、学習意欲が向上するような授業の実施を通して学力の向上を目指したい。社会に貢献する志については十分達成してきているので、難関大学を含む受験に対応する学力をつけること
を強化していきたい。
【心の教育】については、「豊かな教育活動の実践」について計画した取り組みは予定通り実施したにもかかわらず、「人間的成⾧」「自己有用感」についての指標達成に至らなかった。次年度は成果指標と具体的取り組みが連動するものとなっているかを十分検討して計画を立て
たい。「いじめへの対応」については概ね定着してきたように思えるので、今後は「相手に寄り添う心」を養う教育の実践等の予防的対策について考えたい。
【健康・体つくり】については、今年度指標に遠く及ばなかった自転車通学生のヘルメット着用について、アンケートでは「校則等で義務化すればよい」という意見が多数であったが、卒業後の安全・命を守る行動につなげるため、引き続き「主体的な着用」にこだわって着用率の
向上につながる取り組みを推進していきたい。
【業務改善・教職員の働き方改革の推進】については、概ね成果指標を達成した。引き続いて業務を３つの観点（①基本的には学校以外が担うべき業務、②学校の業務だが、必ずしも教員が担う必要のない業務、③教員の業務だが、負担軽減が可能な業務）に分けてさらなる業務改
善を進めていきたい。
【唯一無二の誇り高き学校づくり】の共通指標である「自分の学校を中学生に勧めることができる」割合については、次年度は数値部分を見直したい。また、調査によって判明した進路や生徒のモラルに関する不安については関係分掌で対応を検討し、解消を図りたい。また、
SAGAコラボレーション・スクール、旭ヶ岡キャリア塾・キャリアラボ等の運営を軌道に乗せて本校の特色の一つとすることで志願者増につなげていきたい。

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に良い食事をしている」生徒を90％以上に
する。

・望ましい食習慣や食の自己管理に関する情報を
保健だより等で3回以上提供する。
・食習慣に関するアンケートを2回実施し、結果をも
とに必要な指導を実施する。

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内外
への情報発信

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の
上限を遵守する。

○年休取得14日以上の職員を85％以上にする。

・業務効率化のための提案を3回(8月､12月､2月)募
り、素早い改善を行う。
・「上限時間」を職員の目に触れる場所に掲示す
る。
・時間外在校時間が45h/月を超えた職員には「上
限時間」に関する説明及び時間外在校等時間削減
のための面接を行う。
・年休取得状況を毎月集約し、年休取得を呼びか
ける。

●安全に関する資質・能力の育成

○主体的な取り組みをとおして自転車通学生のヘ
ルメット着用率を50％以上にする。
〇交通安全に気を付けて登下校している生徒を
90％以上にする。

・生徒会や部活動等にヘルメット着用に向けた主体
的な取り組みを促す。
・ヘルメットに関する情報提供を行う。
・生徒会など生徒たちから交通安全の意識向上の
活動に取り組む。
・高校生が係る交通事故のニュースなどを周知し、
注意喚起を行う。

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒
の割合を80％以上、教職員の割合を90％以上にす
る。

・学校運営協議会を3回実施する。
・旭ヶ岡キャリアラボの生徒への周知に努め、充実
させる。
・旭ヶ岡キャリア塾を開催する。
・本校生徒による小中学生対象の教室（小学生対
象高校生ティーチャー、中学生対象パソコン講習会
等）を行う。
・生徒の主体的な活動を支援していく。

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上したと回答
する教員を85％以上にする。

・時間外在校時間が多い職員には随時言葉かけ等を通して問題点の整理等を行うなどして削減
の努力をしている。
●「上限時間」は職員室内に掲示しており、ほぼ全員が理解しているが、それを「遵守している」と
思う職員は91.2％であった。
○年休の取得状況については指標達成56.9％、平均取得日数13.7日/人であった。
・会議資料のペーパーレス化で、業務の効率化を図った。

・年度当初の学年会や職員会議で、特別支援や教育相談に該当する生徒の情報共有を行った。
・職員向けに、「発達障害の生徒に対する具体的な支援と対応について」の校内研修を行い、しっ
かりした対応等について学ぶ機会を設けることができた。

・先生方のゆとりは、授業や進路選択時のアドバイス等、生徒へ
の指導に影響を与える大切なものだと思います。
・先生方が心身ともに健康で、職務に専念することができるように
お願いします。優秀な次世代の先生の確保のためにも、子供たち
が教員を目指したくなるような仕事環境にして欲しいと思います。

・いじめアンケートは計画通り４回実施した。アンケート以外の場合も含め、合わせて４５件を覚知
し、うち４３件を認知した。
・情報モラルに関する指導は、６月にインターネット防犯講話として実施した。
・いじめの対応についての職員研修は、８月に実施した。
〇「相談しやすい雰囲気がある」と思う生徒は、82.3％であった。
〇「組織的な対応ができている」と思う教員は、97.1％で指標を達成した。

●「健康に良い食事をしている」と思うと回答した生徒はそれぞれ87.6％と87.7％であり、わずか
に指標に届かなかった。
・食習慣と生活習慣に関するアンケートを６月と１２月に実施し、望ましい食習慣や食の自己管理
に関する情報提供は、保健だよりで２回行った。
・食育について、方法や内容を検討・工夫して啓発を図りたい。

・始業式や学年保護者会等機会を見つけて、ヘルメット着用の推奨・協力依頼を行った。
〇自転車通学生のうちヘルメットを着用している生徒は6.8％に過ぎなかった。また、今後着用し
たいと考えている生徒も14.5％であった。
・次年度の着用率向上に向けて、合格者登校日にてヘルメットの販売及びチラシの配布を行っ
た。
〇交通安全に気を付けて登下校している生徒は、99.4％で指標を達成した。
・道路交通法の改正に合わせ、交通安全を呼び掛けるチラシや県内の交通事故の発生状況を教
室掲示した。

・いじめについて、相談しやすい環境、早期発見、早期対応等、組
織的対応はできていると感じます。

・食育は生徒の心と体が成長する上で大切なことであるので、今
後も継続的なご指導を期待します。

・ヘルメットの着用は進んでいませんが、特に高校生が少なく感じ
ます。いろいろな成功事例を参考にすることや関係機関と連携す
ることも必要ではないでしょうか。

・生徒が安心して学べる環境づくりや、学校と家庭が連携しやすい
相談体制の整備に期待します。


